
水と緑と花のまち

市政だより

昭和47年 4月1日 No. 677 

人目白動幸

3月1日現在 前月比
人口 57，251-61 
男 27，579-76 
女 29，678+15 

従軍修数14.848+31 

法樟相殴日

4月初日 (木)

9時30分-15時

市役所市民相後室

お気笹にどうぞ‘ ~.~ι 

松原北本向島 山口鶴ーさんのハウスで

県下ーの

一…ーー

いちご団地
一~

ハウスで12hα

栄養皇室E妻 美容と健五誌に
栄lI!がS豊富で特にピタミンCが多〈 、美容と健康"

欠かせはい餐分を含んでいる rいちど"j1志、今や市の
特産品として高〈解伍されています.

いちと1&1割志、昭和38年どろからトンネル方式で

経服、竹絵、西大村"2加、90戸、昭和40年にハウス

方式がとり入れられ昭和'3年松阪に2'，、約70戸の
いちC団地ができ、初めて佐世保lζ出荷されました.

昭狗“年-'6年には鈴閥、董頬.福腫陀も団地がで
き.現在市内ではハウス12ha、血家数約四00戸、ト ン

ネル3"となり県下 のいちど団地となりました.

最近では生趨技術の向上でOlWlllを導入し、タリス

マス前から出荷されるようにはり需要はますますのび

て、県外へも出荷されております.

毎月 18.15回受行 発行月号/大村市役所編集人/1Il務館長岩永敏之 印刷所ノ隆文社印悶戸時
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わ
が
国
学
校
長
よ
り
、
は
じ
め
て
修
業
証

初
の
海
上
書
を
手
渡
さ
れ
、
松
本
市
長
、
前

空
港
と
し
田
教
育
委
員
長
、
久
保
県
知
事
よ

て
新
大
村
り
そ
れ
ぞ
れ
お
別
れ
と
励
ま
し
の

空
港
と
な
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
児
童
を
代

る
箕
島
で
表
し
て
、
尾
崎
正
治
君
が
力
強

三
月
二
十
く
、
「
今
後
は
本
校
で
み
ん
な
に

一
一
目
、
分
負
け
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」

校
廃
校
式
と
誓
い
、
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

と
部
落
解
ひ
き
つ
づ
き
、
分
校
の
校
札
を

散
式
が
行
朝
長
教
育
長
と
児
童
た
ち
で
は
ず

な
わ
れ
ま
し
、
明
治
三
十
八
年
開
校
以
来
つ

し
た
u

づ
い
た
六
十
八
年
の
歴
史
に
終
止

分
校
廃
符
を
う
ち
ま
し
た
。

校
式
は
久
新
空
港
建
設
の
た
め
、
多
大
の

保
県
知
事
犠
牲
を
は
ら
っ
て
島
を
去
る
十
三

を
は
じ
め
世
帯
七
十
人
の
か
た
が
た
の
部
落

多
数
の
来
解
散
式
は
.
久
保
県
知
事
を
は
じ

賓
を
お
迎
め
松
本
市
長
そ
の
他
関
係
者
の
列

え
し
て
六
席
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

人
の
在
校
先
祖
伝
来
の
土
地
、
家
屋
を
失

生
は
、
溝
う
島
の
か
た
た
ち
は
、
つ
き
な
い

上
大
村
小
思
い
出
に
涙
ぐ
み
、
大
島
誠
さ

分校の校札をはずす

朝長教育長と児童たち

⑥ 

春

で

す

公

園

ん
が
代
表
し
て
そ
の
心
境
を
の
べ

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
関

係
者
の
か
た
が
た
と
記
念
撮
影
を

し
て
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

乙
乙
に
代
々
続
い
た
箕
島
部
落

の
と
も
し
び
は
消
え
、
新
し
く
空

港
と
し
て
の
ネ
オ
ン
が
、
や
が
て

昭
和
四
十
九
年
の
秋
に
と
も
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

震
島
の
み
な
さ
ん
、
長
い
間
ご
A

く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

部
落
解
散
式
で
の
記
念
品
授
与

み

ん

な

で

祝

お

う

市

十

年

止
巾

周

記

念

行

事

の

ろ

ろ

A
V

記
念
式
典
(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
民
踊
・
水
主
町
コ
ヅ
コ
デ
シ
ョ
・

ー
の
落
成
式
を
か
ね
て
)
黒
丸
お
ど
り
・
鍬
お
ど
り
・
田
下

日
時
四
月
八
日
午
前
十
時
浮
立
吻
カ
ー
ニ
バ
ル
・
官
衛
隊
ブ

場
所
市
民
会
館

'

ラ
ス
パ
ン
ド
な
ど

ホ
V

桜
ま
つ
り
の
夕
べ

A
V

駅
伝
競
争

日

時

四

月

八

日

午

後

五

時

日

時

四

月

十

六

日

午

前

十

時

場

所

市

民

会

館

場

所

三

浦

(

出

発

点

)

市

役

所

行
事

N
・
B
-
C
の
「
の
ど
自
(
決
勝
点
)
そ
の
間
は
三
浦
・
鈴

慢
大
会
」
「
職
場
対
抗
歌
合
戦
」
田
・
大
村
・
西
大
村
・
竹
松
・
萱

会

催

し

も

の

瀬

・

福

重

・

松

原

を

回

る

日

時

四

月

九

日

正

午

行

事

各

地

区

、

中

単

バ

高

校

、

場
所
川
市
役
所
横
補
助
グ
ラ
ン
ド
一
般
の
チ
l
ム
編
成
で
駅
伝
競
争

凶
旧
中
央
公
民
館
前
道
路
(
県
令
市
民
憲
章
碑
除
幕
式
e

営
パ
ス
大
村
営
業
所
前
北
側
)
日
時
四
月
九
日
午
前
十
一
時

行
事
樽
み
乙
し
・
仮
装
行
列
・
場
所
市
役
所
玄
関
前

は

美

し

く

楽

し

み

ま

し

よ

会
文
芸
大
会

日
時
五
月
七
日

場
所
中
央
公
民
館

行
事
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
大
会

令
美
術
展

五
月
ご
ろ
開
催
の
予
定

令
市
民
の
し
お
り
配
布

市
民
の
み
な
さ
ん
と
深
い
つ
な

が
り
を
も
っ
市
役
所
の
し
ご
と
に

つ
い
て
、
手
続
き
な
ど
手
引
き
に

交通事故グ それはひとごとでは

ありませんD 毎日のように痛まし

い交通事故がくりかえきれ、平和

な家庭の幸福が失われています。

家族ぐるみでご加入を

な
る
よ
う
な
冊
子
を
各
家
庭
に
五

月
上
旬
ご
ろ
配
布
予
定

会
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
落
成
式

日
時
五
月
中
旬
ご
ろ

場
所
職
業
安
定
所
南
側

令
市
民
体
育
館
落
成
式

日
時
六
月
中
旬

場
所
中
央
公
民
館
の
隣

行
事
式
典
と
全
日
本
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
強
化
選
手
の
招
待
試
合

-・…市民交通傷害保険……

〔申込受付}...，・大村市民であれば

どなたでも加入できます。

市社会課、または各出張所で、保

険料(1人年額 480円)を添えて
お申し込みください司

国

民

年

金

保

険

料

は

四

月

末

日

ま

で

昭
和
田
十
六
年
度
中
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
入
は
四
月
末
日
ま

で
に
忘
れ
な
い
で
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。も
し
四
月
中
に
納
入
を
忘
れ
ま

-13 

lこ

す
と
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
を

通
じ
て
納
付
書
で
納
入
す
る
こ
と

に
な
り
、
た
い
へ
ん
不
便
に
な
り

ま
す
。

(
市
民
運
動
推
進
協
議
会
)
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4今

水

み

ど

四

と

七

十

五

歳

以

上

は

完

全

無

料

月

一

日

か

ら

福

祉

事

務

所

で

輯覇麓譲鐘盤

昨
年
十
月
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
高
齢
者
医
療
費
支
給
制
度
を

四
月
か
ら
次
の
よ
う
に
充
実
し、

保
険
の
種
類
を
間
わ
ず
、
す
べ
て

無
料
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
従
来
、
保
険
年
金
課
で
取

り
扱

っ
て
お
り
ま
し
た
、
乙
の
制

度
の
事
務
は
四
月
一
日
か
ら
福
祉

事
務
所
で
行
な
う
乙
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
請
求
、
支
給
の
方
法

な
ど
は
従
来
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

O
従
来
総
医
療
費
の

三
割
を
限
度
と
し

て
支
給
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ

を
五
割
を
限
度
と
し
て
、

完
全

無
料
化
を
は
か
り
ま
す
。
た
だ

し
付
加
給
付

(
還
付
金
)
の
あ

る
者
に
つ

い
て
は
、
そ
の
分
を

りおおむ市政だより(3) 

市衛生組織指導者

三
月
二

十
一
日
、

市
役
所
で

地
区
衛
生

組
織
活
動

の
中
核
と

な
る
指
導

者

(
四
十

名
)
を
対

象
と
し
て

研
修
会
が

聞
か
れ
ま

し
た
。
乙
れ
は

研修会を開催

住
民
の
自
主
的
な
衛
生
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、

地
域
住
民
の
健

康
の
増
進
に
つ
と
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

指
導
者
の
任
務
は

て

地
区
衛
生
組
織
活
動
の
中
核

と
な
り
、
卒
先
し
て
地
域
住
民
の

自
主
的
な
衛
生
活
動
を
推
進
す
る

一一
、
住
民
が
公
衆
衛
生
活
動
の
必

要
性
を
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
啓

蒙
指
導
す
る
。

三、

住
民
の
意
見
を
集
約
し
、
市

及
び
県
衛
生
行
政
へ
の
住
民
参
加

の
窓
口
と
な
る
こ
と
で
す
。

。
の

-・圃園

、ー

差
し
引
い
て
支
給
し
ま
す。

O
入
院
の
場
合
、
支
給
額
の
限
度

を
三
万
円
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
乙
の
制
限
を
撤
廃
し
ま
す

内
科
医
長
が
就
任

|

市

立

病

院

l

市
民
の
健
康
を
守
る
市
立
病
院

に
四
月
一
日
か
ら
山
口
洋

一
内
科

医
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

山
口
医
長
は
三
月
ま
で
長
崎
県

立
長
崎
保
健
所
に
勤
務
し
て
お
り

胃
疾
患
を
含
む
消
化
器

(肝
ぞ
う

.
胃
腸

・
た
ん
の
う

・
す
い
ぞ
う

な
ど
)
の
権
威
者
で
す
。

病
気
に

悩
む
市
民
の
か
た
が
た
に
た
い
へ

ん
喜
ば
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す。

研
修
は

『
環
境
衛
生
に

つ
い
て
』

大
村
保
健

所

中

川
衛
生
課
長

『
地
区
衛
生
組
織
の
進
め
方
』

を

大
村
保
健
所
福
田
健
康
企
画
員
よ

り
指
導
が
あ
り
、

体
験
発
表
や
、

明
る
く
健
康
な
都
市
づ
く
り
に

つ

い
て
活
発
な
質
疑
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。な
お
、
乙
の
日
松
原
地
区
婦
人

会
は
長
年
公
衆
衛
生
施
設
の
清
掃

を
続
け
ら
れ
た
の
で
、
大
村
衛
生

組
織
連
合
会
よ
り
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

い
な
い
も
の
、
お
よ
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も
の
。

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
四
十

六
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お
た

ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ

て

き
て
く
だ
さ
い
。

禁
忌
者
ω
発
熱
や
下
痢
を
と
も
な
う
急

該
当
者

生
後
三
カ

月

以

上

経

過

性

疾

患
者

し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
う
け
て

ω
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管

一1
」
1
1
1
1
1
つ1
1

1
1
i

|
J
I
l
--

」
1
1

11

1
一
時

一

日

一

日

一

日

一

日

一

日

一
1

諒

一
与
↑

日

一

四

一

日

一

日

ト
~

町

一
投

一

日

一

明

一

日

一

目

一
清

竺
到一

br
t
』
州
副
担
引

E
引一配

一

一

一

張

一
民

一
療

一
話

一本

一
躍

一
病

一
語

一
昨

一
場

一
役

一
出

一
公

一
診

一
出

一
民
一
出

一

一

出

一
l

主

一

一

一

随

一
訪
一

浦

一
回

一払
一
重
一
立
一
買
一
間

韮

一
会
一
主

聖

竺

三

一
鈴

一竹
公
一竺

市

下

一
桝

の

都

お

し

せ

り

日

の

四

月

妊
婦
及
び
乳
幼
児
検
診

実施月 日 実施場所 実施 時 間

4月11日 鈴田出張所 9:30-11:00 
4月12日 三浦診療所 9; 30""" 11: 00 

4月14日 竹松出張所 193:1300~~11151.。0。
4月18日 福重出張所 9: 30 -11: 00 
4月19日 松原出張所 9:30-11:0。
4月25日萱瀬出張所 13 : 30~15 : 00 

日
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

の

投

与

を

前※4月14・25日は乳幼児検診のみ

(
大
村
市
の
都
市
像
斗

一一自転車の防犯登録を---

最
近
、
市
内
で

自
転
車
の
盗
難
が

ふ
え
て
い
ま
す。

盗
ん
だ
自
転
車

は
ほ
と
ん
ど
道
路

ゃ
あ
き
地
に
放
置

さ
れ
、
持
ち
主
を

待

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に

自
転
車
の
防
犯
登

録
が
で
き
て
い
れ

ば
、
す
ぐ
持
ち
主

が
わ
か
り、

無
事

手
も
と
に
も
ど
り

ま
す
。

市
内
の
登
録
指
定
を
う
け
て
い

る
自
転
車
屈
で
新
し
い
自
転
車
を

買
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
登
録
し

て
い
な
い
自
転
車
を
持
っ

て
お
ら

れ
る
人
は
、

盗
難
に
あ
う
前
に
早

め
に
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

乙
の
ど
ろ
の
自
転
車
は
、
一
台

数
万
円
も
す
る
高
価
な
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

盗
ま
れ
て
腹
を
た
て
る
前
に一

台
百
円
の
手
数
料
で
す
む
乙
と
で

す
か
ら
、
登
録
し
た
う
え
盗
ま
れ

な
い
よ
う
心
の
か
ぎ
を
し

っ
か
り

し
め
て
お
き
ま
し
ょ
う。

大
村
警
察
署

系
疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄

養
障
害
者

同
種
痘
接
種
後

一
カ
月
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の
、
お
よ
び
麻

し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

一
カ
月

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

接
種
時
間

午
後
二
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
田
十
七
年
度
、
犬
の
登
録

と
第

一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

対
象
犬

生

後

九
十
一
日
以
上



月 日 |実施場所 |実施時間

4月10日|市 役 所 | 9:30"-'15:30 

今村公民館 10:00-10:30 

4月11日
溝陸 1/ 11:00""11:30 
三浦出張所 13:00-14:00 
農協西部支所 14:30-15:00 
平小川(当麻宅) 9:30-10:00 

4月12日
鈴田出張所 10: 30-11: 30 
岩松駅前広場 13:00---14:00 
大多武婦人ホーム 14:30""15:30 

4月13日|西大村出張所 | 9:30"-'15:30 

10:00-10:30 
黒木小学校下 11:00，，-，11:30 

4月14日萱 瀬 出張所 13:00-14:00 
i 萱 瀬小学校 14:10-14:30 

農協第一支所 14:50-15:30 
9:30---11:30 

4月17日池田 H 13:30-14:00 
徴神堂前広場 14:30---15:30 
野 岳湖バ ス停 9:30-10:00 

4月18日
東光寺公民館 10:15-10:45 
武留路公民館 11:00-11:30 
松原出張所 13:00-14:30 

4月19日|竹松出張所 i9:30-15:30 
|福重出張所 | ル 11:

4月20日 富ノ原公民館 13:30-14:30 

4月21日|大村保健所 | 9:30-15:30 

(4) り

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

おおむ市政だより
岡

田
川

白
川
川

A
l
m
 

年
酬

マI
i
川
川

4，
川
川

和
川
昭
川

の
犬

マ
手
数
料

百
円

マ
注
射
一
頭
に
つ
き
二
百
十
円

犬
は
じ
よ
う
ぶ
な
く
さ
り
な
ど

で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬

に
は
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
当
日
は
受
付
が
た
い
へ
ん

混
雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い

ら
な
い
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

登
録
一
頭
に
つ
き

{雀
日
市
制
三
十
周
年
記
念

大
村
文
芸
大
会

日
時
五
月
七
日
(
日
〉

場
所
中
央
公
民
館

A
V
短
歌
の
部

雑
詠

一
首
(
未
発
表
作
に
限
る
)

選
者

秦
美
穂
、
大
川
益
良
、

鈴
木
忠
次
各
先
生

送
り
先
大
村
市
京
町
四
十
の
五

'i:1 
う
ら
ら
か
な
春

の
日
が
続
き
、
空

気
が
非
常
に
乾
燥

し
て
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

特
に
皆
さ
ん
の

回
り
に
あ
る
荒
地

草
や
ぶ
で
子
ど
も

の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
が
多
発
し
て

用

や

の

地・草
「火
一荒

鈴
木
忠
次
あ
て

締
め
切
り
四
月
二
十
日

開
会
午
後
一
時

会
費
二
百
円
(
投
稿
に
添
え
て

ご
送
付
く
だ
さ
い
)

⑨
俳
句
の
部

募
集
句

当
季
雑
詠
三
句

一，z
、a
，、，，、
E

，、，，、，，、，‘，
t-

お
り
、
周
囲
の
民
家
に
危
険
を
お
~

よ
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
~

そ
乙
で
、
荒
地
、
草
や
ぶ
の
所
~

有
者
、
管
理
者
の
か
た
は
、
枯
れ
V

草
な
ど
を
刈
り
取
っ
た
り
、
そ
の
V

他
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
V

処
置
を
し
て
火
災
予
防
に
ど
協
力
V

く
だ
さ
い
。

V

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
子
ど
も
さ
い

ん
に
マ

ッ
チ
を
持
た
せ
な
い
よ
う
日

に

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

山
昼食時は休けいします。

大
村
市
上
小
路
四
四
五

鶴
田
漁
長

大
村
市
古
町
五
区
五
三
八

永
松
白
葉
子

締
め
切
り
四
月
二
十
日

開
会
午
前
十
時
か
ら
会
場
周
辺

嘱
目
二
句
(
正
午
締
め
切
り
)

選
者
下
村
ひ
ろ
し
、
鍬
先
あ
さ

女
、
市
川
青
火
各
先
生

ほ
か
に
互
選
あ
り

会
費
二
百
円
(
必
ず
募
集
句
に

添
え
て
ど
送
付
く
だ
さ
い
)

⑥
川
柳
の
部

宿
題
市
制
、
郷
土
舞
踊
、
た
だ

い
ま
、
医
者
、
テ
l
プ、

鳥
居
、
各
三
句

ほ

か

に

席

題

二

題

三

句
ず
つ

投
句
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

開
会
午
前
十
時
三
十
分

会
費
三
百
円

送
り
先

※ 

日
市
制
三
十
周
年
記
念

切

手

展

日
時

四
月
二
十
二
、
二
十
三
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

大
村
郵
便
局
会
議
室

場
所

日
創
立
ニ
十
周
年

記

念

行

事

竹

松

部

隊

日
時

四
月
九
日
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
午
後

一
時
ま
で

陸
自
竹
松
駐
と
ん
地

場
所

横
l
部
隊

凶
竹
松
駅

l
原
口

l
部
隊

行
事
内
容

ω式
典
(
パ
レ
ー
ド
)

凶
催
し
物

坐
バ
ン
ド
演
奏
(
松
下
工
業
)

坐
手
品
、
奇
術
披
露

(福
岡
)

坐
舞
踊

坐
音
楽
演
奏
(
陸
自
大
村
音
楽
隊
)

附
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
体
験
と
う
乗

凶
戦
車
体
験
と
う
乗
子
ど
も
歓
迎

同
仮
装

※
一
般
送
迎
用
と
し
て
、
マ
イ
ク
⑫
六
日
か
ら
八
日
ま
で

ロパ

ス
を
午
前
八
時
三
十
分
か
②
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で

ら
午
後
二
時
ま
で
準
備
し
ま
す
物
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

ω大
村
駅
l
乾
馬
場

l
市
立
病
院
⑫
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

ぺ
・
人
滋
一
一
一
一
一
日
特
徴
は
第
一
に
、
す
べ

て
の
花
日

…

郷

一

挙

協

…

毅

総

販

が

二

段

咲

き

で

、
外
花
と
内
花
が

…

.円以…・

3
田川…
υ
版印…以ん山一一日…一氏一一

mmwu
一
本
の
め
し
べ
で
串
ざ
し
を
し
た

…

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
第
二
に
、

大
村
神
社
の

が
く
片
、
花
弁
、
お
し
ベ
が
非
常
…

オ

オ

ム

ラ

ザ

ク

ラ

①

に

多
い
こ
と
で
あ
る
。

大
村
神
社
の
社
殿
の
前
、
両
側
が
く
片
は
普
通
の
桜
が
五
枚
な

…

…
に
国
指
定
の
天
然
ぷ
寸
盟
欝
藤
ば
勺
川
一
三
一一冷
ワ
ベJU
い¥

の
に
、
必
ず
十
一

…
記
念
物
「
オ
オ
ム

が

ゆ

機

繍

機

阪

臨

園
野
枚
で
、
花
弁
も
…

…
ラ
ザ
ク
-
フ
」
が
あ
ふ
芳

一

γ繍
薗

率

六

十
枚
か
ら
二
…

…

る

。

融

γ一
精
子

舷

露

.

翠

百
枚
に
も
及
ん
…

乙
の
桜
は
昭
和
縄
関
心
一
一
て
~
謝

輔

漕

靖
子
J
J…一一一

で
い
る
。

…
十
六
年
、
外
山
三
挙
盤
整

¥ぺ一一一
一
1
9J
子
二一九一一昨日
……

花
の
色
は
、
…

一
郎
氏
(
現
長
大
名
誉
教
授
)
が
新
つ
ぼ
み
の
時
は
え
び
茶
で
満
開
の
…

…
品
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
時
は
ピ
ン
ク
と
な
り
、
き
わ
め
て
…

…
で
、
当
時
は
大
き
な
古
木
が
あ
っ
優
美
で
け
だ
か
く
、
里
桜
の
な
か
…

…
た
が
、
数
年
前
シ
ロ
ア
リ
の
た
め
の
逸
品
と
い
わ
れ
て
い
る
。

…
惜
し
く
も
枯
れ
た
の
で
、
現
在
は
今
度
、
市
制
三
十
周
年
を
記
念

…

日
二
代
目
の
若
木
が
植
え
て
あ
る
。
し
て
市
花
に
選
一
定
さ
れ
た
。

そ
の
他

日
四
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

J 

i 
d、
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